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のとがあり，その割合は大体相半ばである D 更に音，光及ぴ肢電撃の 3 種の刺激に対する単位反応を
207 単位について検べて見ると，この 3 刺激に全く無反応のもの (38%) ，何れか 1 種の刺激のみに影
響を受けるもの (29%) 2 種の刺激に影響を受けるもの (27%) 及びこれら 3 刺激のすべてに影響を受
けるもの( 6%) の 4 型が認められた。
( 2 )乙の 3 種の刺激の中で反応しない中性刺激(主として音刺激)を cs とし，反応する刺激(肢電撃



































種の知覚刺激に対する反応は，乙れらすべての刺激に無反応のもの (38労)いずれか 1 刺激のみに反応す




られたもの) 37%，或は陰性条件反応(制止的効果が条件付けられたもの) 9%の形成が見られたが， -
JJ 乙のような条件付け工作にも拘らず，放電の態度を殆ど変化しない単位放電 (45%) もかなり見られた。
また，促進的影響を有する刺激を無条件刺激として組合せて条件付けを行っても，その結果制止的効果が
条件付けられた場合もあった。乙の単位放電の条件付け実験で，陽性，或は陰性条件反応の形成が認めら
れたものは， 2 碕叉は 3 種の知覚刺激に反応する単位放電で，自発的に不規則なリズムで放電しているも
のに多かった。
( 3) 通常脳波や行動に対する影響から，網様体に対して促進的(カテコー jレ，党醒アミン及びメジマ
イド)或は抑制的(ネンブタール)作用を有すると期待される薬剤について，単位放電に及ぼす影響を検
べた。その結果は個々の単位によって反応の現われ方が様々であった。即ち，同ーの薬剤でも或る単位放
電に対しては促進的効果を示すが，同時に記録された他の単位放電に対しては抑制的効果を示す場合が屡
々見られた。これらの成績を，薬剤を投与してから反応が現われるまでの時間的関係から検討するならば，
薬剤投与後短時間内に現われるところの一次反応では，その影響は個々の単位によって様々であるが，比
較的遅い時期に現われる二次反応では，大体予期通りの結果が得られた。
(4 )以上の事実から，網様体ニユーロンの結合は簡単な直線的連鎖ではなくて，複雑な回帰回路，或
は側鎖回路を有し，促進的及び抑制的機構を内包しているのであろうと推察することが出来る。
( 5 )通常脳波記録と単一ニユーロンから記録された単位放電とは本質的に具るものであるから，これ
らの聞に予想通りの関係が得られないことがあっても諒解出来る。ことに，網様体におけるニユーロンの
連鎖型式が上述の如く複雑なものであるならば，乙の部の単位放電の条件付けの結果が複雑多岐に亘って
いることも諒解出来ると乙ろである。本論文において，網様体ニユーロンの中には条件付け工作によって
その放電態度を容易に変化させるものがあり，そのニユーロンの特徴が明らかにされたことは，この万面
の研究に大きく貢献するであろうと信ずる。
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